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第 2号

JiCA横浜国際センター(YiC)内にJECK活動拠点オープン
JICA横浜国際センターI YIC)の ご好意によりYIC 3階 の国際協力連絡11内 に当会の活動拠点となるデ
スクや会議机等を設置してバーティションで[κ切ったスペースを整えて頂きました。ハソコン等の事務

lFt器は予算に合わせてこれから幸備する予定です3 YIC館内ではレストランの入り国の前、図書館の L
に位rtし 、またデスク横の窓か

',外
を眺めれば赤レンガ倉庫と大桟橋を見 Fろ すことになり、座ってい

るだけで′し、が今かになる場所となっています.残念ながら役員だけでは毎日詰めるだけの時「1的、人員
的余裕がありませんt先 1え メーリングリストでもご連絡 し
たように会員各位のボランティア的ご協力をもお願いして

いますが、当油|の 間、少なくとも毎,日火H「 日には役員が在

席することにしていますこ足非ともお立ち寄 りください。

当会スベースには、会員名簿や会計報告をはじめとする

JECK関係書類、YICか らのうこ期刊行物 (JICA専 門家情報誌FRONTIER他)や連絡情幸R、 他都道府県の
専門家連絡会会報等が揃っています=当 面は情報交換、交流や会議、作業等の場としてltっ ていきたい
と考えています。また、同案内には神奈川県青年海外協力隊OB会、神奈川NGOネ ント、さらにIИ 団法
人横浜]|∫ |」際交流協会のフースもあ ,、 YICに 宿i白 している各国研修′Lの出入りもあってインターナシ
ョナルな雰囲気です.太いに活用するためにもみなさまと意見交換をしたいと考えています.

「あ―すフェスタかながわ2003」 に参加して 中之薗賢治代表幹事
|あ ―すフェスタかながわ2()()3Jが 5月 10Hと HHの 2日 間、横浜市栄|こ にある「あ―すぶらぎJで開催
されましたt

この国際交流イベントは、多様な文化と価値観を持つ人びとが生きいきとネらせる 1多分化共生社会J
の実現をめざし、神奈川県国際課が中心となって企画、運営するものですt今年で4回 月を迎えたこの
イベントは、外国籍11ltや NCO団体、ボランテアの方々の参加協力によりF.l催するものです.
当連絡会にとってはじめての試みでしたが、JIcAブ ースの中に参画し、会幸晨創「り号を配布すると共
に当会の紹介をしましたt興味を持って立ち寄られる方から開発途上国などに対する質円|があ 1,ま した
が、今まで経験してきたことを説明しながら交流を図ることが出来ました。
また、民族イ(装の[こ示と試着コーナーも設け″)れ、Jl会からも男性のフイリビンの伝統的シャツ、サ
ウデイ アラビアの]i族が着る民族衣装を提供しました。女1■の民族衣装が多い中我々の男性′て装には
多くの参,1者が興味を持たれ、試斎して写真を撮って楽しんでいましたc松沢神奈川県知 :卜 も、サウデ

イ アラビアの民族衣装を試若され周りから人喝来をあびていました3
内容としては、室内外に分かれてブースがあり、li外ではテントの中で諸外 1可の料ll「 が作られ販売 していましたt特にメキシコ、レバノン、ケ
ニア、フィリピント1理には多くの参加者が列をなして半1理を購入していました=その他にもNGO団体が日本の料Flも 提,tし ていましたt
2日 間とも良いブこ気に恵まれ、多くの ‐Bえ市民の参加者がありました.来年は、当連絡会としても1つのブースを確保 してこのイベントに参加す
る気運が盛 りLが りましたっ皆様からのすば′)し いアイデアを募集します.

花火を見ながら交流会
8月 1日 JICA横浜国際セン

6

申鰹鋼
「
■ ロ

ター I YICり で交流会が開催されました:今 Lilの交流会は、横浜市保土ヶ
谷 |ズ にある老人ホームからのお年寄 りを招待して、センターに宿泊 し

ている外「]人研修生とJIcA職員、専門家連絡会、協力隊員OB会の有志
が集まり、 ‐緒に食1'を しながら交流を図りましたc石,F修員の中でも
特に中南米の「1系入学rLは 、積極的にお年寄 りに話 しかけるなど′し、l.l

まる交流があり、印象的でしたc

お年寄 |)から石,F修 41に 対して、日本J‖キの折 |り紙で作った飾り用の花が送ら

れました.いただいた研修生は大変喜んで、家liこにすると話していました。

ぽ[l,准リァ軍城Tた [更ιlI奈今會IIt友爾を点対:え1源扇こ|
終 了後、来41も 楽しみにしていますとi「って帰られる方もいました。当i菫絡会としても交流活動の 環としてYIC
と,豊携を図りながらこのような交流会の継続を図っていこうと思います

=



第2回総 生
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中之薗賢治代表幹事

いささか旧聞に属するが、平成 15年 4月 12日 (土 )」 ICA横浜国際

センター会議室において平成 15年度総会 (第 2回 総会 )が開催され

た。ゲストに」ICA,YICの萱島業務課長、金木課長代理をお招きし、

出席会員18名 、委任状多数を得て開催した。萱島課長からは「本会

が神奈川の国際交流の一翼を担うようになる事を期待する」との御

挨拶を頂いた。続いて出席会員の自己紹介ののち議事に入り

1.平成14年度活動報告

2.平成14年度会計決算報告

3.平成15年度活動計画

4.平成15年度会計予算

が上提され、原案どおり承認された。なお、これらの詳細については総会

直後に全会員に (除く出席会員)発送し報告に代えさせて頂いた。終

了後YICレストランにおいて懇親会を開催し出席者全員の参加を得た。

JECK拡大名簿作成
谷保茂樹事務局長

本年 1月の発足時から2度の総会、懇親会を通じて、また会員との連絡の折々などに会員募集の不徹底さを多くの方からご指摘いただ

きましたっ現在の会員名簿は、準備期間であった平成14年 度の神奈川県専門家派遣実績を元にして発起人が該当者に呼びかけ、同意

をいただいた方に発足会への参加を案内し、その結果設立されたものです。それでも百名以上のご賛同をいただき、全国に40以 _Lある

他都道府県の専門家連絡会と比べ規模的にも遜色がなく発足できたと関係者一同考えておりました。

その後、JICA本部派遣支援部が平成12年 に作成した専門家名簿を入手したところ神奈川県部だけで1,800名 もの帰国専門家がリ

ストアップされており、まさに発足会員は氷山の一角である事がわかりました。従来から首都圏における専門家連絡会は設立困難と言わ

れて来たことを実感しました。今般、この名簿を元に、まだまだもれているとは思いますが、」ECK拡大名簿を作成しました。新たに本会の

存在を広報すべく連絡を開始しましたので、その結果は年末の会合時のお楽しみとして下さい。

「かながわNPOマネジメント0カレッジ2003」 受講記
物部宏之監査役

NPOやNGOの活動については各方面から支援の手が差し伸べられているが、6月から7月にかけて神奈川福祉事業協会と神奈川遊

技場協同組合の主催により5回 にわたって「組織運営 J「財源確保」についての実践講座があり、当会も参加を申し込み、役員の谷保と

物部が手分けして出席した。

組織論としては「イ岡人の経験を組織の力に変換」して経験を共有化し運営の高度化を図る、「企画力、事業計画力を高めるため」事

業計画を手法にのっとリバランスよく立てる、「協力者を募りJ感謝、報告を怠らない、といつた事が参考になった。

「財源確保」については組織運営上のフリーハンドを確保するため自主財源 (会費や事業報酬 )を確保し、心構えとしては、「親戚知

人にもPRす るぐらいにのめりこんでJ会員拡大を図り、拠出していただいた会費の意義ある使い方に対して報告をせよ、また、何に使うか

についてはいつも概算数字を念頭に於いて活動せよと強調していた。参加者は30団体50名 で、小は年度予算が数万円 (地域の通学路

清掃の会 )か ら大は十億円以上 (シャプラニール=市民による海外協力の会 )まであり、当会の位置を確認するとともに、将来は法人化も

視野に入れる事になるのではないかとの感を強くした。

今回の受講を契機に先ず会員拡大をはかるべく従来からの神奈川帰国専門家約1800名 に対して勧誘のアクションを起こし始める事

とした。また非公式役員会を都度開催し事業の展開、拡大の方策を探っている。」ECK会員には省庁や大学、企業で長年活躍され、経

験豊Ciな方も多い。今後その方達の経験が生かせるよう、会員に広く呼びかけ、できるだけ当事者として参加していただけるようにした

いと考えているのでよろしくお願いする次第である。

△
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萱島信子YIC業務課長のご挨拶



南―の風はアンコロンの調べを載せて

汐崎郁代会員
私は2001年 11月から翌年2月初頭まで、JICAの初等理数科教育プロジェクトの派遣専門家として、イン

ドネシアのジャワ島に滞在した。バンドン、マラン、ジョグジャカルタの3都市にある教育大学を順に訪間、現

地人の物理の先生方に日本から贈られた理科教育用実験機材の使い方を指導するという役目である。

折しもニューヨークで自爆テロ騒動があった直後、「インドネシアはイスラム教国ではないか、行っても大

文夫か?く れぐれも気を付けろ」と友人たちが真顔で心配し、中には白山神社のお護りを贈って下さった方

まであった。実際に現地入りしてみると、この国の人 の々日常は柔和そのもの、ちょっと知り合えば人懐こく

打ち明け話などして、物静かな笑顔を見せる。コーランの教えでは大声で罵り合うことも禁止されているそ

うで、あるとき空港で見かけた光景は印象的であった。待合室の隅に二人の男がしゃがみこんで話してい

るうち、段々二人の声が大きくなり、やや声高に口論じ始めたと見るや早速警察官がやってきて、二人を引

き立てた。一人が、「なんでもないよ、話しているだけだ」と言い訳している様子だったが、有無を言わさず

連行されて行ってしまった。私はこのとき、同じイスラムの教えである「眼には目を」と言う言葉を思い起こし

た。このように日常の争いを禁じられ、怒りを抑えて暮らしている人 だ々からこそ、耐え難い屈辱や大きな危

害を受けたときだけは、復讐してもよい、と定められたのであろうかとc

仕事は相手のあることなので、現地の人々にはやや暖簾に腕押しの感があり、気ばかり'ltしいわりに出

来ることが少なくていささか肩透かしであった。そんな一日、プロジェクト本部のあるバンドン郊外の“Saung
UdiO"という観光村を訪なう機会があったので、そのことを書かせて頂くGそれは南アジアの民族文化を

伝承するため、Mang UdiO氏等が創始した学校兼歌劇団を形成する集落で、古くから用いられたアン
コロンその他の民族楽器の演奏と舞踊劇を公開している。近年は現代音楽や外国の曲をも演奏できるよ

うに楽器を調整し、積極的な音楽活動を行っている。アンコロンは竹山道雄氏の「ビルマの竪琴」にも登場

するし、派遣専門家ならずとも1日 日本軍のアジア進出時代を生きた方々ならご存知とは思うが、竹筒の端

に孔を開け、竹の棒に数本通してぶらさげてあり、それを振ると各筒が横に渡した竹に当たって高低さまざ

まの音を出す仕組みだそうだ(菊池俊輔氏のホームページからとった図参照 )。 単純なものは1台で1音、ド

ならド、ミならミの音しか出ないので、各自にそれぞれの音程のものを持たせて大勢でメロディーを作ってい

くo UdiOでは幼児を含む子供たちが勉強しており、客の前で音楽や舞踊を披露して呉れる。ジャワ式の敷

物の上に腰掛けて、澄んだ素朴な音色やエキゾチックなリズムにのんびり耳を傾けていると、プログラムの

後半に至って幼い団員が観客一人々々にアンコロンを配り始めた。指揮者が自分の音を指示するたびに

それを振り鳴らせというのである。観客一人ひとりに付き添った童女(童子)にうながされてそれを振るうち、

なにやら懐かしいメロディーが自分たちの手で作り出されていく。稚拙ながら数曲を演奏じ終わったときは、

一同感激である。最後は子供たちに舞台の真ん中に連れ出され、ダンスを踊らされる羽日になる。年齢とと

もに踊る機会など無くなってしまった私たちも、しまいにはすっかり童′いに帰らされ、楽しませてもらった。

有名なラーマーヤナなどを見ても、日本の歌舞伎に通ずるところもあり、アジアの文化は我々の背景であ

ると実感せざるを得なかった。

任yあ凩なLと |こ毘疵こと| その理
●ラオス近溌二題 晰タイ タイ料理ともヽえば澱華だか
1.首都ビエンチャンでは交通手段はオートバイが一般的になりつつありま
す。朝は通勤ラッシュもところどころ出てきました。そのオートバイですが、老

若男女 (小学生ぐらいから)、 3人/4人乗りで、乗り回している姿が見られま

す。ラオスの女性は、シンというラオス伝統のロングスカート姿で乗っている

人もいますが、短いスカート・短パンも多くなっています。そして特に気になっ

てしょうがないことは、ほとんどの女性に共通するのですがサングル履きの

姿で、しかもサンダルがハイヒールなのです。それでバイクに乗っている女

性が多いので驚きます。上手いことクランチペダルと足置き場 (?)をハイヒ
ールで操っています。もちろん事故も多いみたいです。

2.夕方になるとちょっとした広場でエアロビクスをしているラオス人のグル
ープが増えました。ここでは日本のような「室内Jで、ということが可能な建

物が無いのかどうか、ほとんどが屋外ですがいちおう屋根らしきものがある

ところで行つています。スコールがきても大丈夫な場所です。健康ブームも

あるせいか?若い人から年配の方まで特に女性が多いです。スタイルは、

Tシャツにスパッツ・運動靴。リズミカルに踊っています。でも、その場所に来
るために多くの人は、オートバイに乗ってきます。

タイ料理といえば辛い、それもとんでもなく辛い。というのが

多くの方のイメージではないでしょうか。たしかに辛い料理が多
いのですが、タイの人々が皆辛い料理を食べているわけではあり
ません。こどもたちは全く辛くない料理を食べていて、大きくな
るにつれ、少しずつ辛いものに慣れさせていきます。大人でも、

北部 。東北部の人たちは激辛を好みますが、他の地方はそれほど
でもありません。特に最近のバンコクの若い世代はむしろ辛いも
のを苦手にする人が増えています。他国の料理になれてきたせい

かと思いますが、私のC/Pの ひとりも辛いものが苦手。タイ料理の

辛さに慣れてしまった私があまり辛くないと思う料理でも、「辛
くて食べられない !」 と泣いていましたっけ。ちなみに彼女は日

本食が好きで、寿司とコンビニのおにぎりが好物。タイに唐辛子
が根付いて百年ほど、残念ながらあと百年すると幸い料理が消え
てしまうかもしれませんね。

ジョグジャカルタ王宮の歴史物語の踊り手

菊池俊輔氏のホームページから

英語が上手でとても勤勉な秘書のティカさんの愛娘、インタン



1996年 6「 l、 スlり・ランカに派遣された時の事である。無事、首都コロンボ

に到着した翌日、60kmばかり離れたプロジェクトサイトに向かう車の中か

ら、物珍しそうに沿道の風景を眺めていたら、セブンイレブンの運搬車が

日に止まった。案内のスタソフに「スリ・ランカにもセブン・イレブンが在るんで

すね3Jと声をかけたら、「いや、あれは車だけです。」との回答。変だなと

思いながら、それからプロジェクト・サイトの行き帰りに注意してみていたら、

なんと、コロンボ周辺をたっている車の8割方は中古車で、その殆どが日本

製であったっ

これらの11が堂々と走れるのも、スリ・ランカには車検制度がないので、

たりさえすれば、車体力lllilllllであろうが、ランプカ1点かなかろうが、お構い

なしである.

一応、交i重規員1はあり、たまに制限速度の表示が出ているが、おんぼろ

バス、トラノクから中古車にいたるまで、70、 80km/hの スピードで突っ走つて

くるので、狭い道での対面通行は命力ヽ すである。特に、見通しがよいと2車

線の簡易舗装の道でも、すく1こスピードを出す。私が使っていたドライバー

も例外でなかったcそんな訳で、日本では禁止されている内側追い越しは

日常茶飯事で危険この上もないGそこでドライバーには内偵1追い越し禁止、

スピードは60km/h以下と言い渡しても、守られるのは一週間程度cだから、

スピードを押さえろ、内側から追い越すなと注意するのが、口癖のようにな

っていた。i邑常は、大部分の車が前の車を追い越そうと右のウインカーを

点けっぱなしで走るので、後続の車はイr折するのかしないのかわからない

から、追突寸前はしょっちゅうであるcそこで、本当に右折したい時は運転

手が窓から:手を出して合図し、追い越しても良い時も駄目な時も手で合図

し、これが暗黙の交通ルールのようになっていた。

アメリカのフロリダ半島沖から南米のベネズエラ沖に至る東カリブ諸島の

なかに、“ドミニカ"の名が付く島国が2つあることを知つていますか?北緯

19度の同じ島の中でハイチと国境を接し、スペイン語を話し、日本人移民

や広島カープの野球教室で有名な「ドミニカ共和国」と、それから約700キ

ロ南に離れ北緯15度にあつてクレオール語や英語を話し、乗用車輸入以

外には日本と交流の少ない「ドミニカ連邦国」です。

佐渡島より若干小さい「連邦国」の人口は7万人強と、192ある国連加盟

国の中で少ない方から9番目です。同国は1978年の独立後も英連邦内に

あるものの、生活文化面では歴史的にも両隣のフランス海外県島を通じク

レオール文化の影響を強く受けています。

火山隆起による険しい地形の同島は、発見者のコロンブスが今来ても見

間違わないと云われるほど開発が遅れた緑一色の山岳農業国です。花

や野菜、根菜類、果物を周辺国に輸出し、食糧や日用品の殆どを輸入しま

す。世界自然遺産の亜熱帯雨林が唯一の観光資源です。サンゴ礁はなく、

狭い浜は黒砂か小石浜です。大型機発着用の飛行場造成用地がない

ため、観光客の多くは5～8万トンのカリブ周遊船で来て森林浴を楽しみます。

誕生時に戸籍制度がなかったため世界一高齢者としてギネスブックヘの

登録が遅れている126歳の老女を初め、100歳以上の高齢者23人が健在

であるなど長寿社会です。毎年襲来するハリケーンでバナナ生産量が大

きく変動し、約200億円の国家予算も度 前々年比半減します。地域通貨東

カリブドルが米ドルに固定しているため、一人当たりGDPはUSS3,600と 高く、

一般無償資金協力の対象外ですが、政府と国民は共に貧乏です。

ウガンダは赤道上のアフリカ大陸のほぼ中心に位置し、標高1200メ ートル

の首都カンパラは1年中温暖で季節変化がなく、大変過ごし易い所である。

農業生産力も高くお茶の収穫などは年に最高36回も取れるぐらいに日差

しが強く、雨が多い。そして緑に覆われた国土は、アフリカの真珠と言われ

るほどである。美しい自然に恵まれたこの国は観光として、西のコンゴの国

境には有名なマウンテンゴリラの生虐、地があり、地溝帯の溝にできたアル

バート湖、アフリカ最大の湖であるビクトリア湖、そこを源流とするナイル川

など観光資源は豊富なのであるが、ゲリラ等により主要な観光地は立ち入

ることができない状態にある。そこでウガンダに在住する人や日本から来る

若い観光客は、安全な東部地域などのウガンダ人の儀式を見に行くことが

はやっている。

その儀式は割礼である。12から13歳の男の子が6月ごろ村の広場で性器

の皮を皆の前で切り取られるのであるが、村最大のイベントとして親戚一同、

都会に移り住んだ者も戻つてきて参加する。大人への通過儀礼として重

要なことであるが、村全体が興奮のるつぼとなり、静かな村が大騒ぎとなる。

切られる男の子たちは何日も寝ずに、この儀式のために、切られる恐怖心

を超えるために、気持ちを集中し皆ハイの状態に陥つている。もし切られて

から泣いたり痛がったりでもしたら、その子は一生弱虫の汚名を背負って

生きなければならないため必死である。ほとんどの切られた子供たちは、嬉々

として血の出ている先端を皆に示し、飛び回るのである。それを大騒ぎし

て村人が見るのであるが、その中に日本人の若い女の子が参加してその

興奮を味わっている。

アフリカの観光とはこういうものなのかもしれない。

インド洋に面した経済首都ダル・エス・サラームからインド洋沿い南へ30

0km余にキルワ・マソコという小さな町があるc19世紀には奴隷貿易でζ6

展した東アフリカ最大の都市国家が栄えていたという。現在はリンディリ11

キルワ県の県庁所在地である。雨季には横断する河川が氾濫して陸上

交通が途絶え、民間会社の不定期便が唯一の交通手段となる。筆者もこ

の時期に足止めされ、次第に町中の燃料、電気 (火力発電の燃料不足に

よる)、電話 (電力不足のため)、 食料、水が欠乏したが、外部との連絡は

警察無線だけとなり、一週間後にJICAの救援機で救出された経験がある。

マソコの沖合い2kmにキルワ・キシワニ島がある。1981年 ユネスコの世

界遺産に指定された世界最後の未開の巨大な王宮や砦など大遺跡があ

る島であるが、あまりlLに知られていない。1331年 にこの地を訪れたアラ

ブ人のIbn Battoutaは「この町は世界の中でも最も美しく、計画だつて整え

られた都市の一つであるJと三大陸周遊記に書き残している。かつてキル

ワは内陸よリザンベジ川の地域を通つて奴隷、金、象牙、銅、鉄、ココナツな

どを集め、インドやアラブに運ぶ貿易拠点として繁栄した。逆に東洋の文物、

中国の磁器も多く持ち込まれたと見られ遺跡から発掘されている。キルワ

キシワニ島はいまだ未開であり、観光開発が待たれるところである
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平成15年 上半期役員会議事

1. H15.4.7 17:00-19:00 YIC
・平成14年度会計監査実施

・平成15年度総会資料、運営次第の手順確認

・JECKレ ター創刊号 グラ刷リ チェック
・あ―すフェスタかながわ2003参加について

H15412 13:00～ 15:00 YIC                    I
・平成15年度総会開催

H15428  17:00～ 19:00 YiC
・JECKレ ター創刊号最終確認 JECKレ ター第2号準備について
。あ―すふぇすた参加要領

・NPOマ ネジメント講座 受講の件

:盤げタピ重酬を罫合INe加
∝輛
"C∝
p  l

。会費納入状況、新規入会者、脱会者の確認

・あ―すふぇすた参加状況報告

5.H1574 16:00～ 19:00 神奈川県民センター
・NPOマ ネジメント講座受講終了の報告
・JICA,YIC内 3Fに活動拠点が正式にオープン 運営打合せ 報告はPlに記載
・拡大名簿作成の件 報告はP2に記載
。経理処理の中間確認

6. H15730  16:00～ 19:00  Y!C

・拡大名簿作成と入会者募集方法の打合せ

・横浜国際交流まつり参加 ブース確保          |
・8月 1日 花火大会へのボランティア参加について 報告はPiに記載
・JECK活動規則原案についてディスカッション (経費は当面すべて自己負担 )
7. H1591  15:00～ 17:00 丁A Networking Corp.
・JECKレ ター第2号 原稿割付け実施           |
・拡大名簿のエクセルヘのインプット終了 (約 2000件 )

・国際交流まつリブース展示テーマについての検討

・国際交流まつり参加PR文書作成 (会員宛 )

要 旨 (議事録はYICの活動拠点にあります )

H15927 11:00-17:00 YIC
・JICAボ ランティア家族連絡会、及びJICAボ ランティア

帰国報告会に出席

・国際協力まつりの展示内容について

H15.929  16:00～ 18:00 YIC
・JECKレ ター第2号の最終チェック

・忘年会開催日程決定 (H1512.5)於 YIC

セミナーを同時に開催 :テ ーマについて検討

9
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4.

事務局便り

(1)JECKが登録した団体
当会は、発足してJICA横浜国際センター所管の専門家連絡会として」ICA本部国内事業部国内連携促進課に登録されていますが、さ

た[暑認垢繕島F糠夕『郵l■薇 さ建飛亀耀よtO雑
麟して嗣したいと考えています。また会員のみなさま

・財団法人 神奈川県国際交流協会
〒247‐ 0007 横浜市栄区小管ケ谷1‐2-1 神奈川県立地球市民かながわプラザ (あ―すぷらざ)1階  Td:o45-896-2626

・財団法人 横浜市国際交流協会 (YOKE、 ヨーク)  |
〒231-0023 横浜市中区山下町2 産貿センタービル9F  Tel:045-671‐ 7128

・神奈川県立かながわ県民活動サポートセンター

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2‐24 2  Td:045‐ 312‐ 1121(交流サポート課)

(2)こ れからの主な予定
10月  「横浜国際協力まつり2003」 への参加
10月  YIC「国際親善の集い」への参加
12月  専門家・プロジェクト活動発表会 (含交流会)  .
3月 第三回会報発行

(3)異動
当会の発足準備から発足まで大変お世話になりましたYICの福西賢治職員が9月 1日付けで」ICA東北支部へ異動されました。益々の
ご活躍をお祈りします。

|


